
沖縄対応特別研究（継続）

【２６（３２）百万円】

事業のポイント
沖縄県北部地域の農業振興を目的として、産学官の研究勢力を結集して、

現地等で新産地育成、新産業創出等の基礎となる技術開発を行います。

（これまでの成果の活用例）

これまで廃棄されていたパインアップルの過熟果から醸造酢を開発し、その酢に

抗酸化能等を有する機能性成分が含まれていることを解明。当該成果を活用して、

沖縄県北部地域の民間企業がパイナップルの果皮を原料とした酢の製造に取り組

み、平成１９年度には、酢製品約３万本を出荷したところ。

政策目標
沖縄県北部地域の農業振興

＜内容＞

沖縄県北部地域の農業の振興に資するため、これまでの研究成果等を踏まえて、平

成１９年度に採択された、シークワーサー等の特産果実等の機能性を活用した商品開

発等を内容とする研究課題「沖縄北部地域における農業･食品産業の振興に必要な果

樹等の安定生産･高付加価値利用技術の確立」を引き続き実施します。

＜実施主体＞ 独立行政法人、県、大学、民間等

＜実施期間＞ 平成１３年度～平成２１年度

［担当課：農林水産技術会議事務研究推進課 ０３-３５０２-７４６２（直通）］



沖縄対応特別研究における主な研究の流れ

主な研究項目

第Ⅱ期（平成16～18年度）

○シークワーサー
の安定生産技術及
び未利用部分を含
めた総合利用技術
の開発

対象作物：
シークワーサー

○沖縄特産果実か
らの血糖値上昇抑
制効果を有する機
能性成分の抽出及
び新規利用技術の
開発

対象作物：
パインアップル、
スターフルーツ等

・第Ⅰ期研究において高
機能性と評価されたシー
クワーサーについて、安
定生産技術を確立する

とともに、果汁の成分特
性、搾汁法、殺菌法、成
分調整を検討。搾汁残さ
（未利用資源）の素材化
の検討。

→隔年結果要因の解明
、低木化技術の開発及び
出荷期間延長の検討。
搾汁方法による成分差
を解明。
搾汁残さの有効利用法

の検討。

・第Ⅰ期研究において高
機能性と評価されたパイ
ンアップル、スターフルー
ツ（ともに未利用資源を含
む）等について、果実・未
熟果や茎葉に含まれる
プロアントシアニジン等
の機能性成分の特性解
析、抗糖尿病作用の確
認。

→パインアップル、スター
フルーツ等の成分特性
と糖尿病に対する効果
の確認。

第Ⅰ期（平成13～15年度）

・機能性という点から沖
縄の特産作物を評価

→熱帯原産果実をはじ
め、沖縄にはポリフェ
ノール含量、抗酸化活
性の高い品目が多い
ことが判明。

・北部特産パインアップ
ルの廃棄残さ（未利用
資源）の有効利用の可
能性を検討

→茎葉にポリフェノール
が含まれ、商品化素材
の可能性を示唆。
未利用資源を用いて、
良質のパイン酢等が
製造可能と判明。

主な成果

○沖縄特産作
物の機能性の
評価

対象作物：
パインアップル、
シークワーサー、
スターフルーツ等
主要沖縄特産作物

○パインアップ
ル廃棄残さの
有効利用

対象作物：
パインアップル

主な研究項目

機能性作物の探索 機能性成分の分離・抽出

第Ⅲ期（平成19～21年度）

（研究内容）

○特産果実等の機能性に着目し
た高付加価値商品の開発
（シークワーサー加工副産物から、機能性
成分の効率的な抽出技術を確立するととも
に、機能性成分が高く、飲みやすい飲料を
開発する）

○特産果実等の未利用資源を活
用した高付加価値利用技術の開
発
（スターフルーツ、パインアップル等の果皮
や搾汁残渣等の未利用資源を用いて、高機
能性成分からなる商品開発につながる高付
加価値化技術の開発）

○特産果実等の総合利用ビジネ
スモデルの策定
（原料果実安定生産経営モデルを開発する
とともに、新製品の市場性評価及びこれらを
活用したビジネスモデルが具備すべき要件
を解明）

沖縄北部地域における農業･食品産
業の振興に必要な果樹等の安定生
産･高付加価値利用技術の確立
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